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平成29年４月号から、「全国における主要農産物の輸出入実績」、「関連指数」のページはなくなりました。
それぞれの情報につきましては、

【輸出入実績】
農林水産省ホームページ内「農林水産物輸出入統計」
http://www.maff.go.jp/j/tokei/kouhyou/kokusai/index.html

【消費者物価指数】
全　国：総務省統計局ホームページ内「消費者物価指数月報」
http://www.stat.go.jp/data/cpi/
名古屋：愛知県県民生活部「名古屋市消費者物価指数」
http://www.pref.aichi.jp/soshiki/toukei/bukka.html

【農業物価指数】
農林水産省大臣官房統計部「農業物価統計調査」
http://www.maff.go.jp/j/tokei/kouhyou/noubukka/

【名古屋市小売価格】
総務省統計局「小売物価統計調査」
http://www.e-stat.go.jp/SG1/estat/GL08020101.do?_toGL08020101_

を御覧ください。





次はどこ行く？産直施設続々オープン！ 

 尾張農林水産事務所

尾張地域では、ＪＡの産直施設が相次いでオープンしています。産直巡りを楽しんで、

地元ならではの逸品を見つけてみませんか。 

１ 「みのりん」がお出迎え！ＪＡ西春日井「アグリマルシェはるひ」

ＪＡ西春日井は昨年 12 月、清

須市に初の本格産直施設「アグリ

マルシェはるひ」をオープンしま

した。地元産の新鮮野菜はもちろ

んのこと、清洲城の朝市で評判に

なっている「かりもりの粕漬」な

ど、手作り加工品が並んでいます。

ＪＡが手掛ける６次化オリジナ

ル商品、「宮重大根さくら漬」や

「信長玄米茶」もオススメです。 

また、産直野菜を美味しくする地元企業の厳選調味料の品揃えは他にない魅力です。オー

プニングイベントでは、野菜や果物の詰め放題、ぜんざいのふるまいが大人気でした。

現在、第２期工事中。３月にはグランドオープニングイベントを予定しています。どう

ぞお楽しみに！ 

２ 若い人にも人気！ＪＡ愛知西「産直広場一色下方店」

  ＪＡ愛知西は昨年４月、稲沢市

に「産直広場一色下方店」を新築

移転しました。トマト、なす、み

つばといった旬の野菜や、ぎんな

ん、切花、花苗などの豊富な商品

が揃っています。ＪＡ間連携で取

り寄せた他県の特産品も高い人

気です。移転前に比べて若い客層

が増加中。クリスマスには、若手 

生産者がシクラメンの店頭販売を行い、大好評でした。２月のバレンタインにも同様の

イベントを企画中ですので、ぜひどうぞ！ 

３ 米粉パンが売り！ＪＡ愛知西「産直広場南小渕店」が間もなくオープン 

３月には、一宮市に「産直広場南小渕店」が新設オープンします。こちらのうりは、

何と言っても地元産のお米「あいちのかおり」と採れたて野菜を使った米粉パンの店内

製造・販売です。一宮市の名物「一宮モーニング」を取り入れたイートインコーナーも

設置予定。買い物の合間にほっと一息、焼きたてのもっちりパンの味を楽しんでみてく

ださい。 

店長のオススメ 
「平和町産トマト」 

マスコットキャラ「みのりん」 
何を持ってるか探してみてね 

ご当地調味料がいっぱい！ 

北から南まで 
美味しい物揃ってます！ 
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冬期のトマト類の動向と販売対策について

東京事務所行政課農産物プロモーショングループ

平成29年作（前作）のトマト類は、年明け以降に入荷量が増加する中で価格が低迷し、

販売に苦戦しました。本作においても、年末年始に入荷が集中して価格を下げるなど、今

後の動向が注視されています。

そこで今回は、本作のトマト類の動向を振り返るとともに、今後の入荷見通しと販売対

策、有利販売に向けた関係機関の取組について紹介します。

１ 今作の動向－前作と比較して－

前作の冬期を振り返ると、葉物野菜を中心に品薄傾向が続き価格が高騰する中で、ト

マト類も年末にかけて高値となりました。しかし、年明け後は高値反動が出たことに加

え、厳しい寒さで生育が遅れていた他県産地のトマトが１～２月に集中して出荷され、

消費が少ない冬場に供給過多となったことで価格が浮上しない情勢が続きました。

今作については、夏期の高温

や９月の日照不足などの影響で

草勢低下や着果不良が見られた

ものの、その後は生育が回復し、

着花状況も良好となりました。

11月下旬以降は、大玉トマト・

ミニトマトともに他県産地を含

め大玉傾向となり好調な出荷が

続き、年末年始にかけての入荷

量は前作を上回りました（図１、

図２）。他の野菜も順調な出荷

が続き、全般的に価格が低く推

移する中、トマト類も12月から

年明けの価格を下げましたが、

一方で荷動きは良い状態となり

ました。また、品質面において

は、12月に開催された市場担当

者等による品質検討会で、大玉

トマトでは他県産地のものを含

めて味が薄いサンプルや甘さが

不足したサンプルがみられ、食

味の向上が望まれました。ミニ

トマトでは玉揃いや形状は概ね

問題なく、食味も他県産より良

い評価でした。

図２ ミニトマトの入荷量及び単価推移

図１ トマトの入荷量及び単価推移

※図１及び２は、東京都中央卸売市場の入荷実績
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２ 今後の入荷見通しと販売対策

県内産地の大玉トマトについては、１月中旬まで大玉傾向が続いたものの、その後は

小玉傾向となることが予想されています。加えて低温で果実の着色の進みが遅くなるこ

とから、入荷量は１月中旬ごろから減少しはじめ、今後はダラダラとした入荷が続くと

見込まれます。また、ミニトマトについては、年末の入荷ピークを越えたことから、大

玉トマトより早く量が減り始めると見込まれています。

こうした中で、各市場では、前作のような荷動きの停滞や価格の低迷を回避するため、

冬期の積極的な消費宣伝や、店頭での売り場の確保に向けた取組を行う方針です。冬期

はトマト類の入荷量が減少する時期であり、量販店ではこの時期の販売促進活動に消極

的な声もありますが、各市場としては試食宣伝等の販売促進活動を行い、販売の手を緩

めずに積極的に売り込みを進めていく考えです。冬期のトマト類は食味も良いため、こ

うした取組により消費者にも本県産トマトの味を知ってもらい、需要の喚起がなされる

ことを期待したいと思います。

３ 京浜市場愛知県野菜連絡会 トマト・ミニトマト研究会の取組

京浜地区の卸売会社とＪＡあいち経済連東日本営業所、愛知県東京事務所農産物プロ

モーショングループで構成する組織「京浜市場愛知県野菜連絡会」では、下部組織とし

て現場担当者によるトマト・ミニトマト研究会を設置しています。

この研究会では、トマト販売のポイントとなる時期（年末年始、厳寒期、春先）に合

わせて年に３回品質検討会を実施し、他県産を含めた品質の査定結果や今後の販売方針

を産地にフィードバックしています。また、11月と３月に本県のトマト・ミニトマト産

地のほ場を視察して今後の入荷状況調査を行うほか、年に２回販売状況に関する情報交

換会を開くなど、本県産トマトの有利販売に向けた様々な取組をしています。

トマト・ミニトマト研究会では、冬

期の積極的な販売促進活動についても

検討が行われており、今後も有利販売

に向けた取組の提案や、京浜市場にお

ける販売動向の情報提供などを続けて

いきます。こうした活動が本県産トマ

トの評価の向上と販売拡大につながる

ことを期待しています。

品質検討会

品質検討会での生産者との討議

本県産地のほ場視察
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2018 年の農業総合試験場の 10大成果 

農業総合試験場

農業総合試験場では、農業の発展や農家経営の改善のため、新しい品種や高度な栽培技

術・飼養技術の開発を行っています。こうした試験研究について、広く県民の皆様に理解

を深めていただくため、毎年、農業総合試験場の研究成果の中から、特に優れたものや社

会的関心の高いものを「10 大成果」として選定しています。この度、2018 年の「10 大成

果」を選定しましたので、紹介します。 

１ 2018 年の「10 大成果」 

２ 選定方法 

（１）選定委員 

伊藤 博康   株式会社ＣＢＣテレビ報道局報道部 参事 

柴田 智子   公益社団法人日本消費生活アドバイザー・コンサルタント・相談

員協会 消費生活アドバイザー 

   山内 章    名古屋大学大学院生命農学研究科 教授 

   吉澤 一幸   東海漬物株式会社漬物機能研究所 所長     （五十音順） 

今井 克彦   農業総合試験場 場長 

（２）選定の手順 

   選定委員が各研究成果に対し、「実用性」、「新規性」、「社会性」、「普及性」の項目に

ついて５段階で評価し、その合計点を得点としました。合計点の高い研究成果から、

10 大成果を選定しました。 

第１位 餅の柔らかさが持続する水稲「愛知糯 126 号」を開発 

第２位 感染性クローンを作出しトマト黄化葉巻病抵抗性トマトの評価法を開発 

第３位 アオジソ新品種「愛経３号」を開発 

第４位 肉用名古屋コーチンへのみりん粕給与技術を開発 

第５位 頭上散水によるキクの高温対策技術を開発 

第６位 モモ優良品種「さくひめ」の果実品質向上技術を開発 

第７位 シソサビダニが媒介するシソモザイク病の総合的な防除技術を開発 

第８位 パン用小麦品種「ゆめあかり」の省力施肥技術を開発 

第９位 土壌残留農薬の分解促進技術を開発 

第 10 位 環境制御機器導入効果試算シートを作成 
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３ 成果の概要 

2018 年の「10 大成果」には、生産物の品質向上、生産者の収益向上や省力化につなが

る新品種及び新技術の開発に加え、病害抵抗性品種の育成を強化する基礎技術の開発や、

施設園芸での環境制御機器の導入を支援する試算シートの作成など、多岐にわたる研究

成果が選定されました。このうち、上位３課題には、新品種２種及び品種育成の基礎技

術が選定されました。 

第１位：餅などの製品に加工した時に、従来の糯品種よりも柔らかさが長期間持続す

る水稲糯新品種「愛知糯 126 号」を開発しました。 

第２位：トマト黄化葉巻病の抵抗性品種の育成を従来より効率的に行える技術として、

感染性クローンを用いて黄化葉巻病のウイルスをトマトに短期間に接種でき、

遺伝子検査で抵抗性の強弱をきめ細かく評価できる手法を開発しました。 

第３位：低温期の栽培でも品質が優れ、収量性に優れるアオジソ新品種「愛経３号」

を開発しました。 

４ 公表 

農業総合試験場の Web ページ（https://www.pref.aichi.jp/nososi/）で、10 大成果

の詳細がご覧いただけます。 

第１位 

餅の柔らかさが持続する水稲「愛知糯 126 号」を開発 

アオジソ新品種「愛経３号」を開発 

第３位 

感染性クローンを作出し 
トマト黄化葉巻病抵抗性トマトの 

評価法を開発 

第２位 

他糯品種との餅の柔らかさの比較 草姿（左）、籾（右上）、玄米（右下） 

ヒメノモチ

ヒヨク

モチ

愛知糯 126号
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平成 29年の県内卸売市場における青果物・花きの流通動向 

食育消費流通課

１ 名古屋市中央卸売市場及び県内地方卸売市場の青果物について 

（１）平成 29 年の野菜及び果実取扱数量 

野菜については、名古屋市中央卸売市場の取扱数量は 39 万７千ｔ（平成 24 年比 

98.3％）で、５年前より７千ｔ減少しました（表１）。このうち、県内産野菜は７万ｔ

でした。一方、県内地方卸売市場の取扱数量は 11 万９千ｔ（同 72.3％）で、５年前より

４万６千ｔ減少しました。このうち、県内産野菜は５万ｔでした。 

果実については、名古屋市中央卸売市場の取扱数量は 10 万３千ｔ（同 82.7％）で、

５年前より２万２千ｔ減少しました。このうち、県内産果実は１万１千ｔでした。一方、

県内地方卸売市場の取扱数量は４万６千ｔ（同 71.5％）で、５年前より１万８千ｔ減

少しました。このうち、県内産果実は１万７千ｔでした。 

（２）青果物の取扱数量における動向 

   県内地方卸売市場では、名古屋市中央卸売市場と比べ、野菜、果実ともに取扱数量

の減少率が大きくなっています。その主な要因として、系統出荷や農産物直売所での

販売等が増加し、地方卸売市場への出荷量が減少していることが挙げられます。 

また、主要品目では、減少傾向にある品目が多い一方で、野菜のミニトマト、ブロッ

コリー、おおば、果実のりんごやかきの取扱数量が比較的安定しています。 

２ 県内地方卸売市場の花きについて 

（１）平成29年の切花及び鉢物取扱数量 

切花の取扱数量は２億１千５百万本（同84.4％）で、５年前より３千９百万本減少しま

した（表２）。このうち、県内産切花は９千４百万本でした。 

鉢物（花壇用苗物等含む）の取扱数量は６千３百万鉢（同85.3％）で、５年前より１千

１百万鉢減少しました。このうち、県内産鉢物は２千５百万鉢でした。 

（２）花きの取扱数量における動向 

切花、鉢花ともに、市場全体及び県内産の取扱数量は減少傾向にあります。また、

県内産では、切花は各品目において減少傾向にある一方で、鉢花は観葉植物が横ばい

傾向（同 101.4％）にあり相対的な市場占有率を伸ばしています。 

表１ 県内卸売市場における青果物の取扱数量 
［単位：万ｔ］

全体 県内産 県産ｼｪｱ 全体 県内産 県産ｼｪｱ
野菜 39.7 7.0 17.7% 40.4 8.1 20.1%
果実 10.3 1.1 10.9% 12.5 1.4 11.4%
野菜 11.9 5.0 41.9% 16.5 6.3 38.0%
果実 4.6 1.7 37.3% 6.4 2.2 34.1%

平成２９年 平成２４年

名古屋市
中央

県内地方

表２ 県内地方卸売市場における花きの取扱数量 
［単位：千万本、千万鉢］

全体 県内産 県産ｼｪｱ 全体 県内産 県産ｼｪｱ
切花 21.5 9.4 43.7% 25.4 11.2 44.2%
鉢物 6.3 2.5 39.1% 7.4 3.1 42.2%

平成２９年 平成２４年

県内地方

(注)表は小数点以下第２位を四捨五入しています。 

(注)表は小数点以下第２位を四捨五入しています。 
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愛知県産花きの輸出促進に向けた産地ツアーの取組 

 園芸農産課

平成 29 年度に愛知県、愛知県花き温室園芸組合連合会、愛知県経済農業協同組合連合

会で設立した「あいちの花き輸出促進実行委員会」では、人口減少で国内の花き需要が

縮小傾向とされる中で、海外を新たなマーケットとして捉え、愛知県産花きの輸出に取

り組んでいます。そうした中、平成 31 年 1 月に海外花きバイヤーを県内の主要な花き産

地である東三河地域へ招いて視察ツアーを開催しましたので、概要を紹介します。 

１ 花き産地ツアーの概要

  実行委員会による産地ツアーの開催は昨年度に続き２回

目で、今回は中国、シンガポール、フランス、ドイツ、オー

ストラリアの５か国のバイヤーが参加し、スイートピー（田

原市）、グロリオサ（田原市）、ガーベラ（豊川市）、バラ（豊

川市）の４ほ場を訪問しました。 

バイヤーは、各生産ほ場で実際に高品質な本県産花きを

確認して、栽培管理などに感心するとともに、生産者の苦

労などに耳を傾けました。バイヤーからは、高品質な愛知

県産花きの技術の高さを実感する良い機会であったという

感想も聞かれました。 

２ 花き産地ツアーの成果

実行委員会では、産地ツアーに参加したバイヤーの反応

から、どの国のバイヤーも高く評価する品目・品種（グロ

リオサの一部品種、スイートピーなど）や、国によって評

価が分かれる品目・品種(スプレーバラなど)があることが

判りました。 

同時に、バイヤーとの対話の中で、日本からの輸入を

必要としない品目・品種の情報もあり、海外マーケット

向けに輸出の取組強化が可能な品目・品種について、継

続的に情報を収集する必要があることを確認しました。 

また、いずれのバイヤーからも、日本産花きは高品質である一方で高単価な点が指摘

されており、輸送コストの低減などが今後の課題の一つであることを把握しました。 

３ 今後の取組に向けて 

得られた情報を活用し、今後も関係機関と連携しながら、国内外の展示会でのプロモー

ション活動などを通して本県産花きのＰＲと情報収集に努めていきます。また、こうし

た取組から得られた各国の情報を県内各産地や生産者にもフィードバックし、各産地の

新たな出荷先として活用できるよう生産者及び生産者団体等と連携して愛知県産花きの

輸出促進に取り組んでまいります。 

産地ツアーの様子 

（上）スイートピー 

（下）グロリオサ 

7

フラワーページ



8



愛 知 産 青 果 物 の 動 向

「青果物の見通し」及び「花きの見通し」ページにおいて使用する『変動の幅を
表す用語』につきましては、下記の基準で記載しております。

前年並 ：±１％台以下
わずか ：±２％台以内
や や ：±３～５％台
かなり ：±６～15％台
大 幅 ：±１６％以上

○ 名古屋市中央卸売市場（品目：ブロッコリー）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年の主な他産地
(ｔ) うち愛知産 (円/kg) 愛知産 （上位３産地）

３０年実績 ５，７７４ １，４９９ ４１１ ３３３ 北海道（１７％）
(２６％) 鳥取 （１６％）

長野 （１４％）
３１年見通し ５，９００ － ３９０ －

概要と見通し 卸売市場から産地への要望・提言等

前年秋の台風被害からは回復傾向にある 露地栽培が中心となるため、天候や気温に
ものの、干ばつの影響で小玉傾向となり、 よって入荷の集中や端境が発生しやすい品目
入荷量は減少している。２月中下旬までは ではあるが、有利販売に向けて安定した出荷
少ない状況が続く見通しだが、台風後に定 の維持をお願いしたい。
植した株の生育は良好で、まとまった雨と また、現在は低温期で干ばつ傾向となって
気温上昇があれば増量も見込まれる。価格 いるが、今後降雨量が増えて気温が上昇した
は極端な高値だった前年同時期には及ばな 際の病害発生や黄変等の品質低下には十分な
いが、平年に比べて高値推移するか。 注意をお願いしたい。

入荷量は前年をわずかに上回り、価格は
前年をやや下回る見込み。

○ 東京都中央卸売市場（品目：ブロッコリー）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年の主な他産地
(ｔ) うち愛知産 (円/kg) 愛知産 （上位３産地）

３０年実績 ２８，１１４ ３,４８７ ４０６ ３３３ 香川 （１９％）
（１２％） 北海道（１５％）

埼玉 （１２％）
３１年見通し ２８，０００ － ３９０ －

概要と見通し 卸売市場から産地への要望・提言等

前年は天候不順、台風、低温が続き各産 全国的に産地が増加傾向にある。春先から
地とも数量を減らした。特に愛知の減少幅 夏にかけての流通面の品質劣化対策に取り組
は大きく、東京都中央卸売市場のシェアも まれたことから消費が定着し、国産野菜とし
17％から12％に減少した。対照的に香川は て通年販売できる売れ筋商品になっている。
２％増やし、産地間で明暗を分ける結果と 愛知産は数量があり、品質面でも高い評価
なった。本年も秋に台風が襲来したが、そ を受けている。今後も「愛知県産ブロッコリ
の後の好天高温で生育は回復した。しかし ー」として安定した入荷量と精度の高い産地
年末からの低温･干ばつにより、生育は停 情報提供をお願いしたい。
滞し、小玉傾向で入荷量を減らしている。 また、他産地も対策を進める中、春先以降

入荷量は前年並、価格は高騰した前年を は黄変や劣化に留意していただきたい。
やや下回る見込み。
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名古屋・東京市場における青果物の２月の見通し

１月１５日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２６年 ３１，１４４ 220 212 218 北海道 25%
２７年 ３１，３４８ 227 227 229 愛知 24%
２８年 ３２，００１ 235 239 233 茨城 8%
２９年 ３０，５４２ 237 241 224 静岡 6%
３０年 ２７，７７７ 284 285 294 鹿児島 5%

５ ヵ 年 平 均 ３０，５６２ － － －

３１年見通し ２８，０００ － － －

２６年 １，８７９ 77 90 89 静岡 55%
２７年 １，７５５ 92 78 85 千葉 11%
２８年 １，７７１ 83 72 88 神奈川 10%
２９年 １，７０９ 90 90 95 徳島 10%
３０年 １，３７４ 179 185 183 愛知 7%

５ ヵ 年 平 均 １，６９７ 100 99 104

３１年見通し １，７００ 80 80 80

２６年 １，８９０ 112 135 151 愛知 93%
２７年 ２，０５５ 69 75 78 千葉 2%
２８年 １，９６１ 107 94 92 鹿児島 2%
２９年 １，９９４ 135 138 141 茨城 2%
３０年 １，６１１ 186 210 218 中国 1%

５ ヵ 年 平 均 １，９０２ 119 127 132

３１年見通し １，８００ 120 120 120

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

野

菜

計

２１６
２２７
２３７
２３７
２８７

だ

い

こ

ん

８４
８３
７９
９０

１８０

１００

前年主要産地（％）

２４０

２３１
 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

　愛知と北海道を中心に入荷する。年末の
冷え込みで高騰した品目もあるが、１月前
半は全体的に潤沢で販売に苦戦した。今後
は暖冬による前倒しとその後の低温、干ば
つで数量減が予想される。
　入荷量は前年並で、価格は高値だった前
年を大幅に下回る見込み。

１２０  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

 前年及び本年の

８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　静岡を中心に徳島、千葉などから入荷す
る。１月現在は数量が多く販売に苦戦し、
価格が低迷している。２月についても各産
地ともに生育順調で太物が多く、引き続き
安値となることが予想される。
　入荷量は前年を大幅に上回り、価格は高
値だった前年を大幅に下回る見込み。

に

ん

じ

ん

１２９
７３
９７

１３８
２０２

１２５

　愛知主体の入荷となる。台風による愛知
の不作予想から他県産の入荷が増加した。
愛知は年内が例年より数量減となったが、
台風後に蒔き直したものは順調で、入荷量
が増えている。肥大状況も良好。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は高
値だった前年を大幅に下回る見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

名古屋市中央卸売市場
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注）

１月３１日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２６年 １１９，７６３ 226 244 265 千葉 16%
２７年 １１９，０４４ 243 246 249 茨城 14%
２８年 １２０，４９２ 263 260 256 北海道 13%
２９年 １１７，２６８ 254 259 256 愛知 9%
３０年 １０７，５２６ 312 317 312 神奈川 7%

５ ヵ 年 平 均 １１６，８１９ － － －

３１年見通し １１７，０００ － － －

２６年 １２，０５６ 79 114 74 神奈川 63%
２７年 １２，０７３ 97 85 94 千葉 30%
２８年 １２，２１５ 86 69 83 鹿児島 2%
２９年 １１，６０７ 87 92 93 徳島 2%
３０年 ８，９２５ 168 178 176 静岡 1%

５ ヵ 年 平 均 １１，３７５ 100 104 100

３１年見通し １０，０００ 100 95 90

２６年 ６，０４０ 136 164 171 千葉 75%
２７年 ６，６５７ 84 84 88 茨城 8%
２８年 ７，１６６ 96 90 91 埼玉 8%
２９年 ６，２４３ 152 162 172 鹿児島 2%
３０年 ６，２８７ 179 178 176 台湾 2%

５ ヵ 年 平 均 ６，４７９ 128 134 137

３１年見通し ６，７００ 120 120 120

９５

に

ん

じ

ん

１５４
８５
９２

１６１
１７８

１３２

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　千葉からの入荷が中心となる。年末の降
霜で被害を受けた産地もあるが、既に肥大
しているため影響は限定的とみられる。出
荷ピークは過ぎており、月の後半は数量を
徐々に減らす。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は前
年を大幅に下回る見込み。

　関東産地、愛知などからの入荷が中心と
なる。秋の好天により前倒しとなっていた
生育も、年末から続く干ばつと低温により
止まる。雨次第の状況がダラダラと続くが
２月後半は数量も出ると見込まれる。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は前
年を大幅に下回る見込み。

　神奈川、千葉を中心に入荷する。秋の好
天をうけて前倒しによる潤沢な入荷が続い
たが、年末からの少雨・干ばつで肥大が鈍
る。今後は雨次第の面が強いが、今のとこ
ろ入荷量への影響は小さいと見込まれる。
　入荷量は不作となった前年をかなり上回
り、価格は前年を大幅に下回る見込み。

 入荷量・価格の動き

１２０  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

２６１

２５０
 前年及び本年の

２５６

 入荷量・価格の動き

だ

い

こ

ん

８９
９２
８０
９０

１７３

１０１

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 前年及び本年の

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

野

菜

計

２３６
２４６
２６０

前年主要産地（％）

「ねぎ」は「こねぎ」を含む。
「なす」は「長なす」と「べいなす」を含む。

３１４

東京都中央卸売市場
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１月１５日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２６年 ２，６３５ 68 78 68 茨城 40%
２７年 ２，７７８ 66 62 71 兵庫 37%
２８年 ２，２９６ 79 78 108 愛知 17%
２９年 ２，３１８ 99 125 112 三重 3%
３０年 ２，５２７ 174 182 191 宮崎 2%

５ ヵ 年 平 均 ２，５１１ 97 104 109

３１年見通し ２，３００ 75 75 75

２６年 ２，９７８ 120 107 105 愛知 89%
２７年 ３，５１９ 91 95 96 茨城 3%
２８年 ３，８６４ 62 67 63 中国 3%
２９年 ３，２５９ 131 127 114 兵庫 2%
３０年 ２，３７６ 236 258 226 鹿児島 1%

５ ヵ 年 平 均 ３，１９９ 119 121 113

３１年見通し ２，８００ 90 90 90

２６年 ３５７ 413 418 443 愛知 65%
２７年 ３２４ 561 587 544 茨城 19%
２８年 ２９４ 616 583 577 群馬 5%
２９年 ３９９ 524 501 417 岐阜 5%
３０年 ２９０ 862 701 530 徳島 2%

５ ヵ 年 平 均 ３３２ 583 549 495

３１年見通し ３２０ 600 550 600

 前年及び本年の

 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

　愛知主体の入荷となる。愛知は台風被害
から回復傾向にあるが、干ばつで玉伸びは
良くない。１月現在の日量は平年よりやや
少なく、２月は降雨と気温の上昇があれば
増量を見込むが、それでも平年並程度か。
　入荷量は前年を大幅に上回り、価格は高
値だった前年を大幅に下回る見込み。

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　兵庫、茨城、愛知などから入荷する。各
産地とも生育順調で、前進傾向と大玉傾向
がみられる。入荷時期の前倒しにより２月
前半は数量減となる見通し。また少雨が続
いた場合は芯腐れの発生も懸念される。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は高
値だった前年を大幅に下回る見込み。

キ

ャ

ベ

ツ

１０９
９１
６２

１２２
２３９

１１６

９０

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

は

く

さ

い

７１
６５
８５

１１２
１７９

１０２

７５

 前年及び本年の

５８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛知を中心に茨城などからも入荷する。
愛知は11月以降潤沢な入荷状況だが、前進
出荷しているため、今後の入荷は落ち着く
見通しで、２月は平年より数量が減少する
とみられる。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は前
年をかなり下回る見込み。

ほ

う

れ

ん

そ

う

４１２
５５１

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

５８１
４７９
６７７

５３１

名古屋市中央卸売市場
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１月３１日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２６年 １３，０１９ 68 81 60 茨城 64%
２７年 １１，９３０ 53 45 48 兵庫 18%
２８年 １１，０９１ 57 50 83 群馬 12%
２９年 １１，２８７ 87 111 103 埼玉 2%
３０年 １２，４６６ 161 156 184 愛知 2%

５ ヵ 年 平 均 １１，９５９ 86 89 96

３１年見通し １２，０００ 40 40 55

２６年 １３，８０４ 115 110 111 愛知 64%
２７年 １４，７１１ 96 94 92 千葉 15%
２８年 １５，８９０ 67 68 66 神奈川 14%
２９年 １３，８８９ 128 129 130 中国 3%
３０年 １１，８２８ 224 266 280 茨城 3%

５ ヵ 年 平 均 １４，０２４ 121 127 129

３１年見通し １４，０００ 100 100 100

２６年 １，４７６ 412 553 514 茨城 30%
２７年 １，６８８ 462 503 467 群馬 28%
２８年 １，３８０ 634 479 481 埼玉 18%
２９年 １，７１８ 424 419 373 千葉 15%
３０年 １，３５３ 755 596 505 栃木 5%

５ ヵ 年 平 均 １，５２３ 527 506 464

３１年見通し １，４５０ 520 520 520

　茨城、群馬など関東産地からの入荷が中
心となる。ハウス物は生育順調だが、露地
物は低温・乾燥の影響で切り上がりが早ま
る産地がある。大きな数量変化のない状態
で入荷が続くと見込まれる。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は前
年を大幅に下回る見込み。

４８３
４７７
５３４
４０８
６２５

４９９

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

キ

ャ

ベ

ツ

１１３
９４

２５２

 前年及び本年の

５２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

ほ

う

れ

ん

そ

う

１２５

１００

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

６７
１２９

　愛知、千葉、神奈川からの入荷が中心と
なる。各産地とも干ばつと低温で肥大が止
まる。まとまった降雨で状況は変わるが、
厳寒期のため大きな増量はないか。下旬以
降はまとまった数量が出る見通し。
　入荷量は前年を大幅に上回り、価格は前
年を大幅に下回る見込み。

は

く

さ

い

７１
４９
６１
９９

１６４

８９

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

４５

　茨城、群馬からの入荷が中心となる。年
末からの干ばつの影響を受けるも、病気が
減ったことで数量は潤沢。寒さで生育が抑
えられているが、前年の影響で輸入品も
入っており価格の回復には時間が必要か。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
の３割以下と大幅に下回る見込み。

 前年及び本年の

 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き
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１月１５日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２６年 ８２７ 347 491 415 大分 25%
２７年 ９４４ 343 346 348 静岡 20%
２８年 ９０３ 405 374 420 群馬 12%
２９年 ７５５ 407 476 460 愛知 10%
３０年 ７０９ 516 550 531 埼玉 6%

５ ヵ 年 平 均 ８２８ 399 440 429

３１年見通し ８００ 400 400 400

２６年 １，５２９ 228 213 241 兵庫 34%
２７年 １，６２０ 275 295 286 静岡 15%
２８年 １，２７４ 318 347 312 愛知 15%
２９年 １，４４５ 263 241 222 熊本 11%
３０年 １，２１０ 413 373 333 長崎 11%

５ ヵ 年 平 均 １，４１５ 294 289 276

３１年見通し １，２００ 350 330 300

２６年 １，１８７ 302 357 384 愛知 61%
２７年 １，１５２ 424 358 325 宮崎 16%
２８年 １，１５８ 491 387 366 高知 15%
２９年 １，１８０ 328 302 278 鹿児島 7%
３０年 １，３１３ 407 309 296 群馬 1%

５ ヵ 年 平 均 １，１９８ 390 342 329

３１年見通し １，１６０ 420 360 300

品
目
名

２８６

３９２
４４２
５２８

４１５  前年及び本年の

４００  入荷量・価格の動き

　兵庫を中心に静岡、愛知などから入荷す
る。出荷時期が前進しており、年内は入荷
増の大幅な単価安となった。兵庫は出荷が
前倒しした分、２月の数量は落ち着く見通
しで、他産地も同様の傾向がみられる。
　入荷量は前年並で、価格は高値だった前
年をかなり下回る見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　大分、静岡、群馬、愛知などの産地から
入荷する。生育の遅れた荷が出てくる見通
しで、２月は概ね平年並の入荷を見込む。
愛知は台風被害の回復に時間がかかり、多
くても平年並の数量となるか。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は高
値だった前年を大幅に下回る見込み。

レ

タ

ス

２２６
２８５
３２６
２４１
３７６

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛知を中心に宮崎などの西南暖地から入
荷する。愛知は平年並の入荷状況で、病害
虫も少なく、日照の増加とともに入荷量が
増える見通し。他産地も順調で、全体でも
概ね平年並の入荷量が見込まれる。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年をやや上回る見込み。

３５１

 前年及び本年の

３２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）
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１月３１日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２６年 ４，６０１ 311 507 380 千葉 39%
２７年 ５，０５３ 281 281 321 埼玉 23%
２８年 ５，１３６ 336 321 336 茨城 12%
２９年 ４，４５６ 339 398 384 群馬 7%
３０年 ４，２４８ 467 464 523 栃木 5%

５ ヵ 年 平 均 ４，６９９ 344 389 384

３１年見通し ４，７００ 310 310 310

２６年 ７，０９８ 221 207 219 静岡 37%
２７年 ６，４７０ 279 295 271 茨城 11%
２８年 ６，２８９ 306 329 294 千葉 10%
２９年 ６，８７０ 248 231 212 香川 7%
３０年 ５，４７５ 393 368 314 長崎 7%

５ ヵ 年 平 均 ６，４４０ 284 281 271

３１年見通し ６，１００ 230 220 210

２６年 ４，４９６ 313 400 409 宮崎 32%
２７年 ４，７０１ 465 384 356 千葉 19%
２８年 ４，９８６ 526 409 404 群馬 15%
２９年 ５，０４０ 341 315 286 高知 14%
３０年 ５，００４ 425 346 312 茨城 10%

５ ヵ 年 平 均 ４，８４５ 415 370 352

３１年見通し ５，１００ 440 380 380

３３１

　千葉、埼玉など関東産地からの入荷が中
心となる。遅れ気味となっていた生育は好
天により回復。乾燥の影響も懸念されるが
降雨次第で平年並の入荷が見込まれる。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は前
年を大幅に下回る見込み。

　静岡、茨城などを中心に入荷する。前進
傾向だった生育は年末からの乾燥と低温で
平年並に落ち着く。玉は既に十分肥大して
おり大玉傾向で、少なかった前年以上の数
量は確保できると見込まれる。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は前
年を大幅に下回る見込み。

　宮崎、千葉、群馬、高知からの入荷が中
心となる。好天により着花も樹勢も良好な
産地が多い。一部で病害虫が散見されるも
大勢に影響はなく、端境を迎える産地もあ
るが、後半に向け概ね増量していく。
　入荷量は前年をわずか上回り、価格は前
年をかなり上回る見込み。

３６６

３６２

３９７
２９３
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３７０
４０２
４４６
３１６

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

 前年及び本年の

４００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

３８０

２２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し
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１月１５日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２６年 ４１５ 332 367 389 愛知 51%
２７年 ４０６ 451 448 417 熊本 43%
２８年 ４２４ 575 464 441 高知 6%
２９年 ３９２ 424 421 410
３０年 ４１２ 439 435 439

５ ヵ 年 平 均 ４１０ 445 427 419

３１年見通し ４２０ 430 420 410

２６年 ８７０ 337 362 423 熊本 51%
２７年 ８５６ 402 450 493 愛知 28%
２８年 ９７８ 519 395 403 三重 10%
２９年 ９５０ 391 374 350 岐阜 9%
３０年 ９７２ 311 352 355 高知 1%

５ ヵ 年 平 均 ９２５ 393 386 402

３１年見通し ９３０ 380 400 360

２６年 ２９４ 670 753 786 熊本 56%
２７年 ３０１ 793 868 872 愛知 28%
２８年 ３３２ 945 913 937 宮崎 8%
２９年 ３３５ 814 798 780 和歌山 7%
３０年 ３７４ 759 738 736

５ ヵ 年 平 均 ３２７ 798 812 820

３１年見通し ３３０ 700 750 800

な

す

３５９
４３７
４８５
４１９
４３７

４２８  前年及び本年の

４２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛知、熊本を中心に入荷する。両産地と
も１月前半の入荷状況は順調。愛知は病害
虫の発生も少なく、２月も順調な入荷見通
し。厳寒期のため、階級はＬ中心となり、
入荷量の大きな増減もないとみられる。
　入荷量は前年をわずかに上回り、価格は
前年をやや下回る見込み。

ト

マ

ト

３７０
４４７
４３７
３７２
３３６

３９２  前年及び本年の

３８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　熊本、愛知を中心に入荷する。前進出荷
により12月から１月前半は平年に比べ入荷
が多かった。熊本は前進出荷の分、２月は
数量減を見込む。愛知は生育良好で、平年
並の入荷予想。サイズはＬＭ玉中心か。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
をかなり上回る見込み。

ミ

ニ

ト

マ

ト

７３３
８４７
９３２
７９３
７４５

８０９  前年及び本年の

７５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　熊本、愛知を中心に入荷する。秋の好天
に恵まれたため、成り疲れ傾向がみられ、
上中旬は若干の入荷減を見込む。価格は厳
寒期のため厳しい販売が続く予想。愛知は
作付増により入荷量が１～２割増えるか。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年並となる見込み。

前年主要産地（％）　　　　区分
実績
と見通し
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１月３１日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２６年 ２，００２ 375 468 465 高知 64%
２７年 １，９３７ 559 504 443 福岡 15%
２８年 ２，２５０ 554 456 463 熊本 9%
２９年 ２，１１４ 459 465 475 佐賀 5%
３０年 １，９０４ 503 506 540 栃木 3%

５ ヵ 年 平 均 ２，０４１ 491 479 476

３１年見通し ２，１００ 470 450 430

２６年 ４，９８２ 354 373 455 熊本 35%
２７年 ４，７０８ 424 485 506 栃木 22%
２８年 ５，３８７ 553 438 433 愛知 12%
２９年 ５，４４７ 433 406 370 千葉 4%
３０年 ４，９７２ 359 392 387 群馬 4%

５ ヵ 年 平 均 ５，０９９ 427 418 428

３１年見通し ４，９００ 350 350 350

２６年 １，２５１ 629 735 780 熊本 40%
２７年 １，１６１ 791 881 865 宮崎 18%
２８年 １，３３９ 1,007 911 932 愛知 17%
２９年 １，４３３ 742 702 695 千葉 8%
３０年 １，４８６ 716 696 683 静岡 7%

５ ヵ 年 平 均 １，３３４ 777 780 785

３１年見通し １，５００ 720 710 700

７８０

　高知からの入荷が中心となる。12月の天
候不順の影響で停滞した入荷は徐々に回復
し、２月は後半に向けてまとまった入荷が
見込まれる。好天と乾燥により害虫の発生
が散見されるも影響は小さいか。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は前
年をかなり下回る見込み。

　熊本、栃木、愛知を中心に入荷する。年
明けに爆発的に増えた熊本は落ち着きを見
せつつある。各産地も低温で生育が抑えら
れるが、好天により着花や肥大の不安はな
く、価格を押し上げる要素が乏しい。
　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は
前年をかなり下回る見込み。

品
目
名

前年主要産地（％）　　　　区分
実績
と見通し

 前年及び本年の

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

ミ

ニ

ト

マ

ト

７０４
８４５
９５１
７１５
７０１

　熊本、宮崎、愛知などからの入荷とな
る。成り疲れや以前の天候不順の影響から
入荷量は一時的に減るが、各産地とも極端
な増減はせずに回復に向かう。秋より続く
豊作基調は収束へと向かうか。
　入荷量、価格はともに前年並の見込み。

７１０

ト

マ

ト

３８３
４７０
４７４
４０４
３７８

４２２

３５０

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 前年及び本年の

４５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

 入荷量・価格の動き

な

す

４３０
４９９
４８８
４６６
５１３

４７９
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１月１５日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２６年 ３６４ 652 658 679 鹿児島 51%
２７年 ４０５ 724 727 710 宮崎 34%
２８年 ３８０ 825 787 703 高知 15%
２９年 ４４２ 604 602 528 0 0%
３０年 ３８２ 757 742 677

５ ヵ 年 平 均 ３９４ 710 701 656

３１年見通し ４００ 720 700 680

２６年 ２，７２２ 113 116 125 北海道 61%
２７年 ３，１２０ 120 129 137 鹿児島 30%
２８年 ３，０４０ 177 206 181 長崎 9%
２９年 ２，６７６ 225 250 243
３０年 ２，５４７ 136 151 148

５ ヵ 年 平 均 ２，８２１ 154 170 166

３１年見通し ２，５００ 130 130 130

２６年 ５，０７２ 139 134 135 北海道 92%
２７年 ４，９９９ 101 103 108 静岡 6%
２８年 ６，４１３ 82 91 89 愛知 1%
２９年 ６，２１８ 86 93 84 京都 1%
３０年 ５，５１９ 102 102 115

５ ヵ 年 平 均 ５，６４４ 100 103 105

３１年見通し ５，１００ 125 125 125

ピ

ー

マ

ン

６６６
７１９
７６８
５７５
７３７

６９０  前年及び本年の

７００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　鹿児島、宮崎、高知からほぼ全量を入荷
する。年内まで前進出荷したため、年明け
後の数量は若干少ない状況が続く。入荷が
落ち着いたため、今後の価格は高めで推移
していくか。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
をやや下回る見込み。

ば

れ

い

し

ょ

１１９
１３０
１８９
２３８
１４４

１６４  前年及び本年の

１３０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道、鹿児島を中心に、一部長崎から
入荷する。北海道の計画出荷分は平年より
少なめの入荷量となる見込みだが、鹿児島
は生育順調で大玉傾向。長崎は前半に入荷
が終了する見通し。
　入荷量は前年並だが平年より少なく、価
格は前年をかなり下回る見込み。

た

ま

ね

ぎ

１２６
１０２

８５
８７

１０４

１００  前年及び本年の

１２５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道主体の入荷となる。北海道は１月
に引き続き、２月の入荷量も平年より少な
い見通し。静岡、愛知の新たまねぎは暖秋
により大玉傾向。愛知の極早生は前年少な
かったが、本年は平年並の入荷を見込む。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年を大幅に上回る見込み。

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）
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１月３１日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２６年 １，２８８ 666 667 681 宮崎 45%
２７年 １，２９５ 751 730 704 高知 21%
２８年 １，３２４ 881 812 703 茨城 18%
２９年 １，５１６ 626 616 542 鹿児島 17%
３０年 １，３５８ 802 768 672

５ ヵ 年 平 均 １，３５６ 743 716 657

３１年見通し １，４００ 730 730 700

２６年 ８，８９３ 105 110 118 北海道 74%
２７年 ８，２５１ 107 114 127 鹿児島 20%
２８年 ６，９４５ 178 181 188 長崎 6%
２９年 ６，６０４ 224 231 226
３０年 ７，４１０ 128 134 122

５ ヵ 年 平 均 ７，６２１ 144 149 152

３１年見通し ７，５００ 110 110 110

２６年 １０，０２８ 144 146 144 北海道 81%
２７年 １０，５４６ 110 111 117 静岡 14%
２８年 １１，０３４ 93 101 99 中国 4%
２９年 １１，７２２ 100 103 110 長崎 1%
３０年 １０，２９４ 118 124 122 愛知 1%

５ ヵ 年 平 均 １０，７２５ 112 116 118

３１年見通し ９，８００ 140 140 125

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

１３５  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

１１０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

た

ま

ね

ぎ

１４５
１１２
９８

１０４
１２１

１１５  前年及び本年の

ば

れ

い

し

ょ

１１０
１１５
１８２
２２７
１２９

１４８

 前年及び本年の

７２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　宮崎などの西南暖地、茨城を中心に入荷
する。年内の天候不順により１月に入荷を
減らしていた九州産地は回復傾向にある。
茨城の生育も順調で、前年並の入荷が見込
まれる。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
をやや下回る見込み。

ピ

ー

マ

ン

６７１
７３０
７９９
５９５
７５７

７０７

　北海道を中心に静岡、長崎から入荷す
る。ばれいしょ同様に北海道の貯蔵量が少
ない。中旬以降にピークを迎える静岡も低
温、干ばつにより入荷が伸び悩む。後半以
降は回復に向かうも品薄感が残るか。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
をかなり上回る見込み。

　北海道、鹿児島、長崎からの入荷がほと
んどを占める。北海道は貯蔵量が少ないた
め大きな変動がないものの、鹿児島、長崎
からの入荷が増え、入荷量は前年並の水準
となる見込み。
　入荷量は前年並、価格は入荷量の回復に
伴い前年をかなり下回る見込み。
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１月１７日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２６年 ８，８５４ 352 348 387 青森 20%
２７年 ８，５４３ 370 392 385 愛媛 14%
２８年 ７，６９８ 409 424 440 フィリピン 14%
２９年 ７，８２１ 379 396 435 愛知 12%
３０年 ７，１１５ 422 432 419 静岡 11%

５ ヵ 年 平 均 ８，００６ － － －

３１年見通し ７，３００ － － －

２６年 １，６５４ 304 305 306 青森 95%
２７年 １，９３２ 303 301 304 秋田 3%
２８年 １，８７６ 326 321 326 長野 1%
２９年 １，５２２ 321 297 299 岩手 1%
３０年 １，４７６ 319 329 331

５ ヵ 年 平 均 １，６９２ 314 310 313

３１年見通し １，５００ 300 300 300

２６年 ９４６ 1,285 1,260 1,120 愛知 61%
２７年 ８４９ 1,412 1,366 1,229 熊本 23%
２８年 ６８３ 1,522 1,416 1,448 鹿児島 6%
２９年 ８２５ 1,360 1,225 1,125 佐賀 3%
３０年 ７８５ 1,437 1,278 1,138 岐阜 2%

５ ヵ 年 平 均 ８１７ 1,395 1,304 1,202

３１年見通し ７８０ 1,300 1,250 1,200

 前年及び本年の

１，２５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛知、熊本を中心に入荷する。好天に恵
まれ、気温も高いため、生育は前進傾向。
愛知では２番果のピークが例年の２月上旬
から１月下旬に前倒しする見通し。
　入荷量は前年並で、価格は前年をやや下
回る見込み。

い

ち

ご

１，２１８
１，３３２
１，４６５
１，２３４
１，２９２

１，３００

 前年及び本年の

３００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　青森が主産地となる。前年は他品目の不
作で冬場の引き合いが強かった分、３月以
降の入荷量が減少して高値となったが、本
年は例年より在庫が多い現状。品質面では
台風の影響で傷や擦れ等の発生が目立つ。
　入荷量は前年並で、価格は前年をかなり
下回る見込み。

り

ん

ご

３０４
３０２
３２２
３０８
３２５

３１２

 前年及び本年の

３９０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　いちご、りんご、みかんなどが主な品目
となる。年末の冷え込みもあったが、暖冬
により全体的に前進傾向。みかんでは切り
上がりの前進も予想され、２月の入荷量は
平年を下回る見通し。
　入荷量は前年をわずかに上回り、価格は
前年をかなり下回る見込み。

果

実

計

３６４
３８３
４２２
４００
４３１

３９８

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し
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１月３１日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２６年 ３６，８５６ 375 378 377 青森 19%
２７年 ３６，２２６ 457 385 405 愛媛 16%
２８年 ３３，５９４ 452 470 465 静岡 14%
２９年 ３６，８８４ 425 448 446 栃木 7%
３０年 ３２，１７４ 475 503 494 ﾌｨﾘﾋﾟﾝ 6%

５ヵ年平均 ３５，１４７ － － －

３１年見通し ３６，０００ － － －

２６年 ５，７５５ 293 289 292 青森 95%
２７年 ７，２３７ 270 278 277 長野 2%
２８年 ７，３６５ 295 306 311 秋田 1%
２９年 ６，７１３ 292 283 273 山形 1%
３０年 ６，４０３ 300 308 310 岩手 1%

５ヵ年平均 ６，６９５ 290 293 293

３１年見通し ６，４００ 290 290 290

２６年 ４，１９２ 1,290 1,253 1,153 栃木 47%
２７年 ３，９４８ 1,481 1,279 1,388 福岡 17%
２８年 ３，８１３ 1,568 1,414 1,347 茨城 12%
２９年 ４，８５０ 1,319 1,259 1,193 静岡 8%
３０年 ４，６２４ 1,388 1,336 1,270 佐賀 5%

５ヵ年平均 ４，２８５ 1,402 1,306 1,265

３１年見通し ４，５００ 1,380 1,330 1,280

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

果

実

計

３７７
４１０
４６１
４３８
４８９

４３３  前年及び本年の

４３０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　りんご、みかん、いちごを中心に晩柑類
の入荷が本格化する。柑橘類は全体的に干
ばつの影響で小玉傾向の見込み。みかん類
の数量は多いが、前年より安値のため引き
合いも強く、今後は価格上昇の見通し。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は高
値だった前年をかなり下回る見込み。

り

ん

ご

２９１
２８２
３０４
２８４
３０５

２９３  前年及び本年の

２９０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　青森を中心に入荷する。ふじは前年の台
風被害と天候不順の影響で、傷果や着色不
良等の下位等級が多い見込みだが、不足感
はないか。ジョナゴールドは有袋品とな
り、前年数量を下回る見込み。
　入荷量は前年並となり、価格は下位等級
が多く前年をやや下回る見込み。

い

ち

ご

１，２３３
１，４０２
１，４４５
１，２６０
１，３３７

１，３３０  前年及び本年の

１，３３０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　栃木を中心に福岡、茨城などから入荷す
る。栃木は前進出荷のため２月の入荷量が
減少する見込み。福岡は２番果が上旬に出
荷ピークとなり前年並の入荷見込み。全体
的に下旬は出荷の谷間となる可能性あり。
　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は
前年並となる見込み。
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切　花　・　鉢　花　の　２　月　の　見　通　し

　切　花（愛知名港花き地方卸売市場　　２月１日現在）

２６年 １，４５７ ４７
実 ２７年 １，３６５ ６０

２８年 １，７０９ ５４
績 ２９年 １，３２４ ４９

３０年 １，６７６ ４５

１，５０６ ５１

１，５００ ４５

概

要

２６年 １，００２ ２５
実 ２７年 １，１３６ ３８

２８年 １，１３４ ３９
績 ２９年 ８６８ ３０

３０年 ９１２ ３７

１，０１０ ３４

９００ ３５

概

要

２６年 ９１５ ４２
実 ２７年 ８７３ ４６

２８年 ９１４ ４８
績 ２９年 ８４３ ３４

３０年 ９２９ ４３

８９５ ４３

９００ ４３

概

要

２６年 １７８ ６８
実 ２７年 １９９ ６８

２８年 １９７ ７１
績 ２９年 １８０ ５９

３０年 １６７ ８６

１８４ ７０

１８０ ７０

概

要

　愛知を中心に和歌山、長野から入荷する。本作は年内が暖かく、年明けは冷え込んだこ
とにより生育、本数、需要のバランスが取れているので、前年より安定した取引となる。

３１年見通し

　高知、和歌山、熊本から入荷する。気候条件がよく、やや前進傾向で推移している。３
月出荷分が前倒しして前年より多い入荷となる見込み。上位等級は業務中心の販売。中旬
以降はバレンタイン、節句などの需要も見込め下位等級が活発に動いてくる。相場は後半
から上がってくる。

３１年見通し

５ヶ年平均

小

ぎ

く

５ヶ年平均

　沖縄を中心に入荷する。台風後に定植した物が順次出てくるが大幅な増加は見込めず、
中旬までは少なめで前年並の入荷と思われる。

５ヶ年平均

３１年見通し

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

か

す

み

そ

う

品
目

輪

ぎ

く 　愛知、沖縄、三重などから入荷する。落ち着いた入荷が見込まれる。沖縄ではスプレー
マムの生産にシフトしている部分もあり、前年よりも生産減となっている。

　　　　　区分
実績等

５ヶ年平均

３１年見通し

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

単位：千本、円／本
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２６年 ２３９ ２０５
実 ２７年 ２２５ ２０７

２８年 ２８１ １７５
績 ２９年 ２３０ １６４

３０年 ２２４ １９９

２４０ １８９

２３０ １９０

概

要

２６年 ４３２ ７７
実 ２７年 ４４４ ７７

２８年 ４５３ ８２
績 ２９年 ３５０ ８０

３０年 ３６４ ９６

４０９ ８２

３６０ ９０

概

要

２６年 ６３２ ９４
実 ２７年 ６１０ ８７

２８年 ６５７ ８３
績 ２９年 ５５８ ７５

３０年 ６５４ ８３

６２２ ８５

６３０ ８３

概

要

２６年 １，８７１ ３９
実 ２７年 １，７３２ ４２

２８年 １，６５６ ４４
績 ２９年 １，４３７ ４３

３０年 １，５１９ ４９

１，６４３ ４３

１，５００ ４９

概

要

　花桃の本格的な出荷が始まり、需要期の中下旬は、需要と供給のバランスから安定した
取引となる見込み。３月のミモザの日に向け、ミモザアカシアの引き合いが非常に強ま
り、ユーカリも１か月を通して堅調な動きをする。

品
目

　　　　　区分
実績等

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヶ年平均

３１年見通し

　高知、徳島、愛知、宮崎などの国産に加え、輸入品が入荷する。低温の影響もあり上旬
の入荷は少なめに推移し、中旬頃より少しずつ増えてくると思われる。

ば

ら

５ヶ年平均

３１年見通し

　愛知、三重、岐阜、和歌山を中心に入荷する。１月は少なめに推移したが、中旬以降は
平年並の入荷に回復してくる。上旬はバレンタイン等イベントの引き合いもあり、堅調な
販売が見込まれる。

３１年見通し

　オリエンタルは高知、埼玉、宮崎、愛知などから入荷する。入荷状況は安定している。
一般需要は少なく、業務中心の販売。品種により価格差がある。ＬＡ、鉄砲はやや少ない
入荷となるが、販売は苦戦する見込み。

枝

も

の

５ヶ年平均

洋
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ゆ

り

５ヶ年平均

３１年見通し

単位：千本、円／本

0

150

300

450

0

150

300

450

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2

単価
円/本

数量
千本

月

0

30

60

90

120

150

0

150

300

450

600

750

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2

単価
円/本

数量
千本

月

0

40

80

120

0

500

1,000

1,500

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2

単価
円/本

数量
千本

月

0

20

40

60

80

0

1,500

3,000

4,500

6,000

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2

単価
円/本

数量
千本

月

23



　鉢　花（愛知豊明花き地方卸売市場　　１月２９日現在）

２６年 １１，４７９ １９６

実 ２７年 １１，０００ ２１１

２８年 １０，８８１ ２０９

績 ２９年 ７，３９１ １８４

３０年 ５，５８１ １９４

９，２６６ ２０１

５，５００ １９１

概

要

２６年 ２８８，１７４ ８９

実 ２７年 ２５２，３５２ ８４

２８年 ２０８，８５２ １０２

績 ２９年 ２５１，３１１ ８５

３０年 ２２３，２８９ ８４

２４４，７９６ ８９

２１０，０００ ８６

概

要

２６年 ３８，８０９ １８９

実 ２７年 ４０，２００ ２０１

２８年 ３７，１８９ ２００

績 ２９年 ２８，０７７ １８０

３０年 ２９，４０９ １４６

３４，７３７ １８５

２８，０００ １４６

概

要

プ

リ

ム

ラ

品
目

エ

リ

カ

　入荷量は前年並で推移する。３～４号の小鉢が入荷の大半を占める。寒さの影響で価格
は変動するが、全体的に安値傾向で厳しい情勢が予想される。
　前年２月の主要県の入荷実績は金額ベースのシェアで１位新潟 （44.0％）、２位静岡
（26.5％）、３位長野（18.7％）となっている。

　　　  区分
実績等

５ヶ年平均

３１年見通し

５ヶ年平均

３０年見通し

チ

ュ

ー

リ

ッ

プ

　入荷量は前年よりやや減少するか。６号以上はかなり少ないと思われる。４号、５号サ
イズが入荷の中心となり、３号以下は少ない見込み。引き合いも４号、５号が強い。
　前年２月の主要県の入荷実績は金額ベースのシェアで１位愛知（32.0％）、２位埼玉
（22.4％）、３位茨城（21.7％）となっている。

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

　入荷量は前年よりかなり減少するか。ポリアンサ、ジュリアンなどの生産自体が比較的
少なくなっていることが要因となる。価格は良くて例年並か。
　前年２月の主要県の入荷実績は金額ベースのシェアで１位愛知（48.8％）、２位埼玉
（11.2％）、３位三重（8.3％）となっている。

５ヶ年平均

３１年見通し

単位：鉢、円／鉢
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２６年 ６４，２５０ ２４５

実 ２７年 ６２，５９８ ２４０

２８年 ７４，０９５ ２４９

績 ２９年 ６０，５９９ ２２９

３０年 ５８，８９６ ２２９

６４，０８８ ２３９

５７，０００ ２１９

概

要

２６年 ５４，６５６ １６１

実 ２７年 ６３，０８９ １６４

２８年 ５８，５９７ １８５

績 ２９年 ４７，７２５ １７０

３０年 ５１，４０２ １７２

５５，０９４ １７０

５２，０００ １７１

概

要

２６年 ３０，５０６ ８６６

実 ２７年 ３１，２８８ ８８１

２８年 ３２，６２６ ８１１

績 ２９年 ２５，５０２ ７１２

３０年 ２４，５９７ ６５３

２８，９０４ ７９４

２３，０００ ６５２

概

要

サ

イ

ネ

リ

ア

５ヶ年平均

品
目

　　　　区分
実績等

入荷量

３１年見通し

　入荷量は前年並か。12月が例年よりも暖かかったために開花が早まる傾向があり、３月
納品分が前倒しになった。価格面では４号中心に引き合いがあり、注文を含めて例年並を
見込んでいる。
　前年２月の主要県の入荷実績は金額ベースのシェアで１位愛知（24.0％）、２位静岡
（23.9％）、３位埼玉（19.3％）となっている。

３１年見通し

　５号、６号鉢は生産量の減少とともに入荷量もやや減少する見込み。４号鉢は前年並の
ため、全体としてはやや減少するか。卒業や卒園需要が高まる２月下旬から３月上旬にか
けて引き合いとともに相場は安定するが、それまでは前年より厳しい予想。
　前年２月の主要県の入荷実績は金額ベースのシェアで１位埼玉（24.5％）、２位愛知
（16.7％）、３位香川（12.7％）となっている。

卸売価格

３１年見通し

　入荷量は前年よりかなり減少するか。前年に相場がかなり低迷したため、生産を辞めた
り、作付けを減らした生産者が多い。特に８号以上の大鉢はかなり少ない。２月は気温が
低くても固めの出荷をお願いしたい。また、ミックス出荷の方が好まれる傾向にある。
　前年２月の主要県の入荷実績は金額ベースのシェアで１位愛知（38.9％）、２位高知
（22.7％）、３位宮崎（8.2％）となっている。

デ

ン
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ロ

ビ
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ム

５ヶ年平均

マ
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ガ
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ト

前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヶ年平均
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農林水産部食育消費流通課 
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名古屋市中区三の丸三丁目１番２号 

電話 （０５２）９５４－６４３４   

いいともあいち運動って知ってる？？ 

○ 県内の消費者と生産者が今まで以上にいい友
・ ・ ・

関係になる 

○ Eat more Aichi products（イート モア アイチ プロダクツ） 

＝もっと愛知県産品を食べよう（利用しよう） 

愛知県の農林水産業の振興や農山漁村の活性化を通じて県民全体の暮ら

しの向上を図るため、県民の方々に「愛知県農林水産業の応援団」になっ

てもらい、消費者と生産者が一緒になって愛知県の農林水産業を支えてい

こうという「運動」です。 

県民の方々に愛知県産農林水産物をもっと利用していただきたいとい

う、「愛知県版地産地消の取組」でもあります。 


